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デー タベース制度 に関する課題

昭和60年6月
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この資 料 は,日 本 自動 車振 興会 か ら競輪収益 の一 部であ

る機械 工業 振興資金 の補助 を受 けて 昭和59年 度に 実 施 した

「事業」 の一環 と して とりま とめた もので す。
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は じ め に

当 財 団 で は,わ が 国 デ ー タ ベ ー スの振 興 に必 要 とさ れ る制 度 にっ き,委 員会 を 設 置 し,検 討 を

行 って き た が,本 資 料 は その 成 果 を と りま とめ た もので あ る。
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1.制 度 に 係 る 問 題 点 の 整理

(1)デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス は わ が 国 に お い て発 展途 上 の産 業 で あ り,制 度 問題 の 検討 は一 部

を 除 い て あ ま り無 い。

その 理 由 と して は デー タ ベ ース ・サ ー ビス に係 る具体 的 問題(ト ラ ブル)の 実 態 が不 明確

で あ る こ と,現 状 で は デ ー タベ ース 制作 者,流 通者 お よ び利 用 者 の 間 に お け る権 利意 識 と契

約 意 識 が 未 成 熟 で,一 応表 面 的 に は契 約 関 係 によ り関係 者 の間 で 特 段 の 支 障 が生 じて い な い

こ とな どが あ げ られ る。

しか しな が ら,今 後 デー タベ ー スが急 速 に普 及す る に伴 い,契 約 関 係 の みで トラ ブル を 防

ぐこ とが で き るか ど うか とい っ た心 配 も予 想 され る。

(2)現 状 に お け る一 つ の 考 え方 と して,

① デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス の 発展 を図 る上 で は,現 状 の 契 約 関 係 を 裏 付 け る法 制 度 の早 急

か っ 万 全 な整 備 が 望 ま れ,問 題 が発 生 す る以 前 に 法 制度 の 整 備 を 図 るべ き とす る もの が あ

る。 一 方,こ れ に対 して 今 後,民 間 の 活 力 あ る事 業 活 動 を許 容 す る た め には,法 制 度 の整

備 は必 要 最 小 限 で あ る こ とが望 ま し く,デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス の 発 展 に応 じて 徐 々 に法

制度 の整 備 を 図 るべ きで あ る とす る考 え方 もある。

② またTDFと の 関 連 か ら も諸 外 国 と考 え方 の基 盤 を同 じに した 法 制 度 の整 備 を 図 るべ き

で あ る とす る意 見 も出 さ れ て い る。

(3)本 分 科会 は,昭 和60年1・ 月29日 以 来5回 の 検討 を 重 ね,現 在生 じつ っ あ る,或 い は近

い将 来 予想 され る トラ ブル に対 す る現 行 制 度 の限界 を 見定 め,望 ま しい各 種 制 度 の在 り方 を

考 え て きた。 本 分科 会 で は各 委 員 か ら各 様 な意 見 が 提 出 され,そ の 間 に は必 らず し も統 一 が

と れ て い な い点 もあ る。 しか し,か え って そ れだ け に,あ る特 定 の 観 点 よ りその 問 題 を整 理

し,解 釈 しよ う とす る際 生 ず る無 理 や こ じつ け を さけ る こ とが で き て い る。 今 後 現 時点 で の

検 討 を さ らに 発展 さ せ,将 来 の 具体 的 トラ ブル を ウ ォ ッ チす る視 点 を深 め,か つ,新 しい契

約 関 係 を生 み 出 す上 で 有 益 な指 針 或 い は ヴ ィ ジ ョ ンを 得 る こ とが 望 ま れ る。

(4)な お,本 分 科会 に お いて 検 討 の必 要 を認 め た制 度 的 な 課 題 は次 の 各 項 目で あ る。

① デ ー タベ ース の権 利関 係

・著 作 権 法 に対 す る基 本 的姿 勢

・著 作 権 審 議会 第 七 小 委 員 会 デ ー タベ ー ス分 科会 中 間報 告 書 に 対 す る意 見

② 再 販 価 格 維 持 に係 る問 題 点

・流 通 業 者 の取 引契 約 上 の問 題 点

・国 際的 独 占 に よ る問 題 点
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③ 二 重 課税 問 題

④ プ ライ バ シー に係 る情 報 の収 集 ・提 供 の 制 限

⑤ デー タベ ー ス利 用 者 に つ い ての 機 密 保 護

⑥ その他

この うち,本 分 科会 は ・ 現 時点 で は主 と して ① を 中心 に検 討 を進 めて きた 。 今 後 ・ さ ら に継

続 的 な検 討 が必 要 と考 え る。

② 以 降 に っ い て は,.問 題 点 の指 摘 に と どま って お り,今 後 本 格 的検 討 に着 手 す る必 要 が あ

る。

2.デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス の形 態 と問 題 の 把握

(1)デ ー タベ ース ・サ ー ビス は,情 報 の 作 成 ・収 集 か ら利 用 に まで いた る一 連 の プ ロセ ス に お

い て成 立す る。

このた め,制 度 上 の 問題 点 を考 え る上 で は,デ ー タ ベ ー ス制 作 に始 ま り流 通 者 に よ る加 工

を 経 て,最 終 利 用者 に よ る利 用 に い た る まで の 各 段 階で 発 生 す る紛 争 その 他 の 問題 点 を 整 理

し,そ の 間 の 契 約 関係,権 利 関 係上 の検 討 項 目 を列 挙 す る必 要 が あ る。 この た め本 分 科 会 で

は,別 記 の よ うな デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス の各 段 階 と問題 点 の フ ロー チ ャー トを作 成 し,検

討 の 基礎 と した。

(2}本 研 究会 は,「 デ ー タを 整 理 統 合 し,コ ン ピュ ー タ処 理 が 可 能 な 形 態 に した情 報フ ァイルま

た は その集 合 体 」 と定 義 され るデ ー タベ ース を 中 心 に して,デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス に つ い

て検 討 した。

しか しな が ら,デ ー タ ベ ー ス と い う概 念 は,極 めて 広 範 な エ リアを カ バ ー しう る もの で あ

り,ま た急 速 な技 術 革 新 に対 応す る た め に もその 意 味 す る と ころ に よ り異 な った 検 討 視 点 が

必 要 とな る。 こ れ らの多 様 な デー タベ ー スの 現 状 を ま と め る と,以 下 の 通 りとな る。

デ ー タベ ース の種 類 は,文 献 の抄 録 や所 蔵 目録,機 関案 内 の よ うな情 報 を 含 む 文 献 デ ー タ

ベ ー スや,文 献 の 全文,統 計 や 実験 デー タ な ど の よ うに 物 事 の 事実 を表 す 情 報 を含 む フ ァク

トデ ー タベ ース の2種 類 に大 別 され るが,最 近 の デ ー タ ベ ー スサ ー ビス の発 展 や研 究 開 発 に

お け るデ ー タベ ー スの 必 要 性 の増 大 か ら,あ るい は ま た新 技 術 の 開 発 か ら,多 様 な メ デ ィア

に 集 録 され だ して い る。 現 在 も普 及 して い る もの か ら,最 近 の新 しい技 術 を 用 いた新 しい デ

ー タベ ース も含 め て ,ま とめ て み る。.
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情報の種類 そ の 内 容

文 字 情 報 文献抄録 や所蔵 目録,機 関案内,議 事録,法 令,新 聞記事 など

数 値 情 報 経 済統計,人 口統 計など社会活動の諸指標 や,実 験や観測による数値 データ

画像 ・図形情報 グ ラ フ,心 電 図,地 震 波,設 計 図,物 質 構 造 図 な ど

映 像 情 報 NTTのVRSサ ー ビスの よ うな映 画 ライ ブ ラ リー

音 声 情 報 ANSERシ ス テ ムや各種案内 システムの様 に音声が利用 され て い る もの

辞 書 か な,漢 字変換 や 自動翻訳の よ うに辞書 が はい ってい る もの

プ ロ グ ラ ム プ ログラム自動 販売 のよ うに,プ ログ ラム自身がDBに 格 納 され る

文字 情 報 や 数 値 情 報 は,単 一 の種 類 で デ ー タベ ース を 構 成 して い る事 が 多 いが,最 近 で は

ビ ジ ュ アル機 器 の 発 達 か ら,数 値 と図 形 ・画 像 が一 対 を な す もの や,さ らに は 双 方 向CATV

の よ うに文 字 ・数 値 ・画 像 ・映 像 ・音 声 全 て が,換 言 す れ ば コ ー ドデ ー タ,イ メー ジ デ ー タ,

ア ナ ロ グデ ー タが 複 合 化 した デ ー タベ ー スが 利用 され る事 もあ る。 ま た,ワ ー プ ロや 自動翻

訳 シス テ ム内 の辞 書 は,そ れ 自体 で デ ー タ ベ ース を構 成 して い る とは 言 え な いが,デ ー タベ

ース サ ー ビス シス テ ムの 中 に組 み こま れて 利 用 に供 さ れ る
。 エ キ スパ ー トシ ステ ムや 人工 知

能 シ ステ ムが 発 達 して く る と,さ らに 「知 識 」 ま でが 組 み こま れ て くる。

これ らは,現 在 は シス テ ム の 中 に組 み こ まれ て お り,提 供 され る 「情 報 」 自体 に は な って

いな い が,将 来 は 「辞 書 」 や 「知 識 」 自体 が デー タベ ー ス サ ー ビス の対 象 に な り う る。

3.著 作 権法 にた い す る 基 本 的 姿 勢

(1)著 作権 法 を一 つ の前 提 と して 議論 を行 い う る と ころ か ら,同 法 に お け る対 応 の 限界 に つ い

て 検討 す る他,望 まれ る権 利 保 護 の在 り方 等 にっ き広 範 な 議 論 を行 っ た。

この際 の 当分 科 会 の 基 本 的 姿 勢 は以 下 の 通 りで あ る。

① デ ー タベ ー スを 「多 数 の 情 報 を体 系 的 に整 理統 合 し,コ ン ピュ ー タ に よ って 検 索 し得 る

と ころの機 械 可 読形 態 に した情 報 の集 合 体 」 と定 義 し(第 七小 委 員 会 報 告 書),か つ,デ ー

タ ベ ー スの 作 成 に あ た って は,情 報 を 整 理統 合す る体 系 を設 定 し,収 集 ・選定 した 情 報 を

分 析 ・加 工 した うえ で,そ の体 系 に従 って 整 理統 合 す る と い う一 連 の知 的 活動 が要 求 され

る(第 七 小 委 員 会 報 告 書)と 解 す るか ぎ り,デ ータ ベ ー ス は著 作 物性 を 有 し,現 行 法上 は

著 作 権 法 に よ って保 護 す る しか な い とい え よ う。(半 田委 員)

② デ ー タ ベ ー スは新 し く出 現 した表 現 で あ る。 この将 来 の発 展 の 可 能 性 は予 断 を 許 さな い。
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こ こで,デ ー タベ ース の権 利 に つ い て詳 細 に論 じ,具 体 的 な指 摘 ・提 案 を行 って み て も,

そ れ は,た だ ちに技 術 の 発展 に そ ぐわ な くな るお それ が あ る。 これ は避 け るべ きで あ ろ う。

③ デ ー タベ ー スは伝 統 的 な著 作 物 の 二 次 的存 在 と して 出 現 した もの で あ る。 したが って,

そ の権 利 問 題 を デ ー タベ ー スを 中心 に お い て処 理 す る こ とは,既 存 の 法制 度 や 権 益 と衝 突

す るば あ いが お お い。 当面 は,伝 統 的 な メ デ ィア と の整 合 性 を配 慮 す るほ うが 望 ま しい。

④ 著 作 権 法 に は,消 費 者 保 護 の視 点 は 少 な い(公 正 使 用 の規 定 の な か に私 的 使 用 の 項 目 は

あ るが)。 この点,デ ータ ベ ー ス業 界 の 当 面 の 目標 が 需 要 の拡 大 で あ れ ば,著 作 権 法 と並 立

する 産 業 政 策 的 な仕 組 み は 必 要 で あ ろ う。

⑤ 「中 間報 告 」 で,デ ー タ ベ ー ス を本来 の意 味で の著 作 物 と して認 めて い るこ と を,積 極

的 に評 価 す べ きで あ る。

⑥WIPO,米 国 な どで デ ー タ ベ ー ス を著 作 権iで処 理 して い る とす れ ば,国 際 的 な相 互 性 の

立 場 か ら,日 本 にお い て も,著 作 権 法 の 適 用 が 望 ま しい。 な ぜ な らば,デ ータ ベ ー スの 先

進 国 は米 国で あ り,日 本 に米 国 の 製品 が 広 く流 通 して い る。 ま た,デ ー タベ ース は 国 際 ネ

ッ トワー クに よ って 越 境 流 通 す る もので あ る。 これ らの点 か ら,国 際 的 な秩 序 を踏 襲 した

ほ うが便 利 で あ る。

な お,こ の ば あ い プ ロ グ ラム につ い て も同様 の性 格 と条 件 が あ り,こ こで,日 本 が これ

を 著 作 権 しい りす る こ と に な った とい う事 情 も,配 慮 す べ きで あ る。(以 上,名 和 委 員)

{2)著 作 権 制度 に よ る権 利 保 護 につ い て は,適 当 とは 考 え に くい点 もあ るが 否定 され るべ き も

の で は な い。

① 著 作 権 法 は本 来,文 学,美 術,音 楽 の著 作 物 と い う内 容 の固 定 化 され た 目的物 を対 象 と

して お り,デ ー タベ ースの よ うに,利 用 開始 後 に 内容 が 絶 えず 変 化 す る 目的 物 を対 象 と して

作 られ た もの で は な い。

特 に数 値,文 献情 報 と も最 新 の デ ー タを な くして は,利 用価 値 が きわ めて小 さ くな る。

そ れ だ け に 日々更 新 され る デ ー タ ベ ー ス に対 して も著 作 権 法 が 適 応 され るべ きだ と考 え る。

(斉 藤 委 員)

② 著 作 権 法 は,本 来,文 化 的 所 産 に つ い て,そ の 権 利 を保 護 した もので あ る。 したが って,

これ を 実 用 晶 た る デ ー タベ ース に 適 用 す る こ とに問 題 が あ る こ とは事 実 で あ る。

た だ し,著 作権 は,本 来 固 定 さ れ た情 報 を対 象 とす る もの で あ り,デ ー タベ ー ス は これ

に馴 染 ま な い,と い う意 見 が あ る。

これ に対 して は,以 下 の よ うに 論 ず る こ ともで きよ う。 現 行 著 作 権 法 と い え ど も,映 画,

放 送 な どの よ うに,
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i製 作 に多 くの権 利 者 が 関 係 し,

iiそ の表 現 が 可 変 で あ り,

iiiそ の伝 達 に機 械 が 関 係 す る,

ivそ れが 実 用 品 類 似 の もの で あ り,

と い うも の は,存 在 す る。 こ こで,ど の よ うに著 作権 処 理 が お こな われ て い るか。 これ を

デ ー タベ ー スの ば あ い と比 較 して み る こ とは,必 要 で あ ろ う。 こ の点 につ い て は 「中 間 報

告 」 は 不 十 分 で あ る。

③ 内容 が 変 化 す る もの の 著 作 物 性 を ど うす るか,と い う問 題 は,た だ し くは 「どの 時点 の

デ ー タベ ー スを も って保 護 の 対 象 とす るか」 と い うこ と に な ろ う。

こ こで は,現 行 著 作 権 法 で も,つ ぎの よ うな 方 策 を と り うる。

大 部 分 バ ッチ で フ ァイル の 付 加 ま た は更 新 が な され て い る もの につ い て は,

i付 加 され る もの は,雑 誌 の よ うに,そ の付 加 フ ァイル ご と に1フ ァ イル とす る。

ii更 新 され る もの は,辞 書 と か年 鑑 の よ うに,更 新 時 ご と に1フ ァイル とす る。

一 部 の オ ンライ ン更 新 され る もの に つ いて は ,日 毎 とか,週 毎 とか に,そ の期 の開 始 時

ま た は終 結 時 の フ ァイ ル を,1フ ァイ ル と見 な す。

とい う便 法 で よ い で あ ろ う。 つ ま り,こ れ は あ ま り深 刻 な 問 題 で は な い。

(以 上 ② ③ 名 和 委 員)

(3)著 作 権 法 は,本 来 情 報 の フ ァ ク トその もの を保 護 して お らず,数 値 デ.一タ ベ ー ス は,デ ー

タ ベ ー ス と して保 護 す る建 前 を とって は い る もの の,実 質 的 に は充 分保 護 しに くい面 が あ る

こ とは否 定 で き な い。 た だ し,フ ァク トの 保 護 は,デ ー タ ベ ー ス に 限 らな い 情報 一 般 に も該

当 す る話 で あ り,も っと広 い見 地 か らの 検 討 が必 要 で あ る(社 会 通 念 と して,フ ァ ク トの

コ ピー は一 般 的で あ ると い う考 え もあ り,慎 重 な検 討 が 必 要)。

た だ し,数 値 情 報 を一 律 的 に 論 じる こと は正 しくな い。 とい うの は,政 府統 計 の デ ー タ と

学 者 や研 究 者 が 開 発 した デ ータ ベ ー ス,あ るい は 民 間 が創 作 した デ ー タベ ー スは そ の発 生 要

因 が 大 き く異 な るか らで あ る。 後 者 の よ うな原 デ ータ,お よ びMTベ ース は著 作 権 法 で正 し

く保 護 さ れ る。(宮 川 委 員 長)

{4)デ ー タ ベ ー ス関 係 者 が フ ァ ク ト ・デ ー タの 著作 物 性 を認 め るべ きで あ る,と い う論 議 は説

得 的 で な い。 フ ァク トの著 作 物 性 が な いの は社 会 的 な通 念 で あ り,こ こに,著 作 物 性 を認 め

る要 求 は,な ぜ デ ー タ ベ ー ス にか ぎ って それ が必 要 なの か,こ れ を説 得 的 に示 す 必 要 が あ る。

な お 「中間 報 告 」 にお いて は,フ ァク ト ・デ ー タ ベ ー ス につ い て,著 作 物 性 が 認 め られて

い る こ と に留 意 す る必 要 が あ る。 これ で,ま ず十 分 で あ る。(名 和 委 員)
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4,デ ー タ ベー ス の 権利 関 係

(1)現 在 の と こ ろ,デ ー タ ベ ー ス の権 利 に係 る具 体 的 な トラ ブル は必 ず し も明確 で な い。

公 表 されて い る事例 と して,'日 経 マ グ ロ ウ ヒル 事件(東 京 地 裁 昭 和48年2月19日 判決 ・

判 例 タ イム ズ289号155頁)が あ る。 この 事件 は,日 経 マ グ ロ ウ ヒル社 か ら雑 誌 の発 送 業

務 を請 負 った株 式 会 社 ア テ ナ(原 告)が,預 か った 講 読者 の ア ド レス テ ープ(コ ンピ ュー タ

ー用 磁 気 テ ープ)を 下 請 の 株 式会 社 長 野 県 計 算 セ ンタ ー(被 告)に 預 け た と こ ろ,右 下 請会

社 の保 管 下 に お いて 右 テ ー プが 何 者 か に よ って 複 写 さ れ・ リー ダ ー ス ・ダ イ ジ ェス トの 宣 伝

パ ン フ レッ トの郵 送 に 用 い られ て しま った と言 う もので あ る。 判 決 は,下 請 会 社 に テ ープ の

保 存 に つ き善 良 な管 理 者 の注 意 義 務 を怠 った違 反 が あ ると して203万 円余 りの 損 害 賠 償 を命

じて い る。 この 事 件 は,当 委 員会 が 検 討 の対 象 と して い るデ ータ ベ ース の供 給 契 約 を め ぐる

トラ ブルで は な いが,原 被 告 間 の 契約 責 任 に よ って 解 決 が な され て い る。

未 公 表 の 事 例 と して,当 委 員 会 で はMTの 海 賊 版 コ ピーの ケ ー スが 報 告 され た。 この 事 件

は,裁 判等 の 手 続 を経 る こ とな く私 的 和 解 に よ って 解 決 され た ため,詳 細 を 明 らか にす る こ

とは で きな い。 本 来,デ ー タベ ー ス は 次 々 に 時代 に即 した新 しい内 容 に 改良 さ れ て い くこ と

を生 命 と して い る ので,こ の よ うな メ イ ンテ ナ ンス まで 行 え るよ うな海 賊 版 コ ピーは作 成 し

難 いで あ ろ う。 しか し,一 発 勝 負 的 に,そ の 時 期 に お け る完 成 品 と して の デ ー タベ ー スを 海

賊 コ ピ ー して,手 早 く儲 け るこ とは可 能 で あ るか ら,今 後 も この 種 の 不 法 行 為 は続 発 す る こ

とが 予想 さ れ る。 この よ う な事 例 の解 決 は,次 項(2)③ において検討 す る よ うに,不 法 行為(民

法709条)や 著 作 権 法(112条 等)上 の 救 済 に よ って な され る こ とに な ろ う。

ダ ウ ンロー デ ィ ン グを め ぐる トラブ ル もあ る と言 わ れ るが,実 態 は 不 明 で あ る。 デ ィ ス ト

リ ビュー タ ー とユ ーザ ー 間 の契 約 に よ って は,こ れ を許 容 して 利 用 を 促 進 しよ うとす る もの

もあ れ ば,禁 止 して い る もの もあ り,対 処 法 は 区 々で あ る。 いず れ にせ よ,契 約 当事 者 間 の

ダ ウ ンロー デ ィ ングに つ い て は 契約 に よ って処 理 され る。

他 方,前 述 の 日経 マ グ ロ ウ ヒル事 件 の よ うに,契 約 関 係 の な い 第 三 者 が,契 約 関係 者 の管

理 不 十 分 に 乗 じて,デ ー タ ベ ー スを ダ ウ ン ロー ドす る こ と も無 い と は言 え な い。 こ の よ うな

事 例 は,海 賊 版 コ ピー と同様 に,次 項(2)③ に お い て検 討 さ れ る。

(2)デ ー タベ ー スの権 利保 護 が必 要 と さ れ る態 様 は 次 の2つ に大別 され る。 即 ち,契 約 関 係 の

あ る当事 者 間 の場 合(① お よ び ②)と,契 約 関 係 に な い第 三 者 との 間 の 場 合(③)の2つ で あ

る。

① 提 供 者 と ユ ーザ ー との関 係 に つ いて は,両 者 間 の 契 約 に よ って対 応 で きて い るよ うに思

わ れ る。 デ ィス トリ ビュ ー タ ー とユ ー ザ ー の間 の 契 約書 は数 多 く公表 され て お り,内 容 は
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必 ず し も一 致 して は い な いが,両 者 間 に生 じる虞 の あ る問 題 点 を 一 応 カバ ー して い るよ う

に思 わ れ る。 こ れ に対 して,プ ロデ ュ ー サ ー と デ ィ ス ト リビュ ー タ ー との 間 の 契 約 フ ォ ー

ム は余 り公 表 さ れ て は い な いが,デ ィス ト リビュ ー タ ー ・ユ ーザ ー間 の 契 約 以 上 に条 項 が

整 備 され,網 羅 的 な よ うで あ る。 いず れ にせ よ,前 述 の よ うに具 体 的 な トラ ブル が 報 告 さ

れて い な い こと か ら見 て,対 応 を 迫 られ る よ うな問 題 を抱 えて い る と は思 わ れ な い。

② しか し,ユ ー ザ ーが デ ー タ ベ ース ・サ ー ビスを 利 用 して 作 成 した情 報 フ ァイ ル を 第 三 者

に頒 布 す る行 為 に つ いて は制 度 面 か らの検 討 が必 要 で あ る。 一 般 に,デ ィス トリ ビュ ー タ

ー とユ ー ザ ー との 契 約 で は ,こ の よ うな行 為 を禁 止 す るの が通 例 で は あ るが,デ ー タ ベ ー

ス ・サ ー ビス を ど の程 度 利 用 した場 合 に禁 止 規 定 に該 当す るの か,出 典 を示 して 引用 す る

程 度 で あ れ ば許 容 さ れ るのか 等 々,制 度 面 か らガ イ ドライ ンを示 す こ と が紛 争 の 防 止 に役

立 っ よ う に思 わ れ る。

③ 提供 者 と契 約 関 係 に な い第 三 者 によ る海 賊 版 コ ピー の作 成 等 の 不 法 行 為 は今 後 も頻 発 す

る もの と予 想 さ れ る。 契約 関 係 にな い第 三 者 が不 法 に 電線 を接 続 して オ ン ライ ンサ ー ビス

を享 受 した り,ユ ーザ ー の管 理 の杜 撰 さに 乗 じて 無 断 で ダ ウ ンロー ドを す る等 の 行 為 も同

様 で あ る。

デ ー タベ ース が 著 作 権 法上 の著 作 物 と認 め られ るな らば,同 法上 の救 済,す な わ ち,差

止 請 求(112条)と 損 害賠 償 の請 求(114条)が 認 め られ る。

著 作権 上 の 救 済 が 与 え られ な い場 合 も,デ ー タベ ー ス の所 有者 は物 権 的請 求 権 の 一 態 と

して,ま たは 不 法 行 為 に基 づき差 止 請 求 が で き よ う。前 述 の 日経 マ グ ロ ウ ヒル 事件 で も,磁

気 テ ープ の所 有 者 で あ る 日経 マ ク ロ ウ ヒル 社 が 直接 的 に盗 用 者 を 相 手 に 請 求 した な ら,こ

の よ うな差 止 請 求 が 許 され た もの と思 わ れ る。

コ ピー さ れ た 内 容 の 消 去 を求 め得 るか 否 か は難 しい問 題 とされ て い る(松 本 恒 雄 「デ ー

タ ベ ー ス取 引 の 契約 法 上 の 問 題 点 」19項)。

不 法 行 為 に も とつ く損 害 賠 償請 求(民 法709条)に っ い て は,違 法 性 が 争 点 とな るが,

盗 用 コ ピー に っ いて は認 容 さ れ よ う。 ま た,所 有 者 や デ ィ ス トリビ ュー ター の 被 った 損 害

と,盗 用 者 の受 け た 利 得 との 間 の 因果 関 係 が 立 証 さ れ れ ば,不 当利 得 の返 還 請 求(民 法

703条 以 下)も 認 め られ よ う。(須 藤 ・小 沢 委 員)

(3}著 作 権 法 に よ る保 護 の 利 点 は,ダ ウン ロー デ ィ ングを デ ー タベ ー スの 一 部 複 製 と と らえ,

複 製 権(著21条)を 及 ぼ す ことが で き る こと,既 存 の デー タベ ー ス に無 断 で情 報 を追 加 して

新 た な デ ー タ ベ ー ス を作 成 した り,複 数 の デ ー タベ ー ス を結 合 して別 の デ ータ ベ ー ス を 作 成

した り,複 数 の デ ー タ ベ ー ス を結 合 して別 の デ ー タ ベ ー ス を作 成 した りす る行為 を 翻 案 権
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(著27条)の 侵 害 と して処 理 で き る こ と,保 護 期 間 が 長 く,プ ロ デ ュー サ ーの財産 的利益が

長 期 間 にわ た って保 護 され る こ と,国 際 的 な情 報 の 伝達 を考 慮 す る と き法 的保 護 の 仕方 が 諸

外 国 と歩 調 を 合 わせ て い る こ とが望 ま し く,こ の点 ア メ リカ は著作 権 法 で 保 護 す る こ と と し

て い るた め,少 な くと も アメ リカ との 間 は トラ ブル の 発 生 す る余 地 は少 な い と考 え られ る こ

と,な どで あ る。

一 方 ,著 作権 法 によ る保 護 で の マ イ ナ ス点 は次 の 通 りで あ る。

デ ー タベ ー ス に無 断 で ア ク セス して あ る情 報 を ア ウ ト ・プ ッ トす る行 為 は,そ の情 報 が 著

作 物性 を有 す るか ぎ り,複 製 権 や上 映 権 の侵 害 とな り う るが,そ の 情 報 が数 値 情 報 な どの よ

う に 一 著 作 物 性を有 しない と きは,複 製 権 や 上 映 権 の侵 害 と は な りえ な い ζ とに な る。.こ の

場 合,デ ー タベ ースを 利 用 して い る こ と は 間違 い な いが,使 用 権 は著 作 権 の承 認 しな い権 利

で あ るか ら,著 作 権iの侵 害 と して 構 成 す る こ とはで き な い し,あ る情 報 の ア ウ ト・プ ッ トは

デ ー タベ ー ス 自体 の複 製 で もな け れ ば,上 映 で もな いの で あ り,結 局,違 法 の ア クセ ス を権

利 侵 害 と して処 理 す る こ とが 難 しくな る。(半 田委 員)

(4}デ ー タベ ー ス の法 的 保 護 に お い て 最 も重 要 なの は,① デ ー タベ ー ス 自体 の利 用権 の承 認,

② 内 容 の増 減変 更 を本 来 の性 質 とす る デ ー タ ベ ー ス につ き,い か にす れ ば権 利 の対 象 と して

特定 で き るか,で あ る。(半 田委 員)

(5)著 作 権審 議会 第 七 小 委 員 会 デー タベ ー ス 分科 会 中間 報 告(昭 和59年12月)に つ い て の 検

討

① 提 供 者 側 か らの権 利 保護 を もっぱ ら考 え るの み で な く,利 用 者 に 及 ぶ 制 約,デ ー タベ ー

ス流通 促 進 に対 して 充 分 な配 慮 が 必 要 で あ る。'

デー タベ ー ス は,文 学,美 術 の よ うに 固定 さ れ変 化 す る こと の な い著 作物 とは異 な り,

形 態 と して は常 に増 補 され,改 良 さ れ て,更 に利 用 され 易 い よ うに更 新 され て ゆ く動 的 な

もの で あ る。

ま た,そ の利 用 に際 して は,利 用 者 側 に お いて もその 形 態 を変 更 す る作業 に よ って 加 工

して,は じめ て有効 に 活 用 し得 る場 合 も少 な くな い。

この よ うな デ ー タベ ー スの動 的 特 性 は,利 用 者 が著 作 物 に対 し単 に 受 身 の 立 場 で そ の ま

まを利 用 して い るの で は な くて,む しろ積 極 的,能 動 的 に働 き か け る こ とに よ って は じめ

て 有効 に 利 用 し得 る もので あ るか ら,従 来 の 静 的 著作 物 とは性 格 が異 な る点 は認 識 しな け

れば な らな い。

したが つて デー タ ベ ー ス の利 用 の 手 段,態 様 に つ い て は,(同 一 性 保 持 権 な どを無理 に適

用 す る こと な く)弾 力 的 な 融通 性 あ る利 用 形 態 が 可 能 で あ る よ うな配 慮 が必 要 で あ る。

(権 藤 委 員)
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② 利 用 に伴 って新 た に発生 す る価 値 に つ いて の認 識,プ ロフ ァイル に対 す る検 索 者 の 権 利

に つ い て の 配 慮 が 必 要 で あ る。

デ ー タベ ー ス の利 用 に当 って は,得 られ る ア ウ トプ ッ トは単 な る デ ー タ ベ ー スの部 分 複

製 で は な い。 利 用 者 は その意 図 に基 づ い て,そ れ に適 合 す る よ うな デ ー タが 有効 に 検 索 さ

れ るよ う な検 索 作 業 を行 い,得 られ た結 果 に つ いて は更 に 評 価 を加 え選 択,加 工 を行 って,

は じめ て 意 図 に適 合 す る結果 が 得 られ る。この 作 業 は かな り高 度 の創 造 的 知 的活 動 で あ って,

機 械 的,自 動 的 に再 生,複 製 され る もの で は な く,新 た な 価 値 の 発生 を 当然 考 えな け れ ば

な らな い。

著 作権 法 で は著 作 物 → 利用 者 の一 方 的 な 流 れ しか考 慮 して いな い が,デ ー タベ ー ス は利

用 者 か らの創 造 的 作 業 が な け れ ば価 値 の あ る再 生,複 製 物 を得 る こ とが で き な い。 双 方 向

性 の 流 れ の もの で あ る こ とを認 識す る必 要 が あ る。(権 藤 委 員)

③ 流 通 者 に よ って 作 成 され る ラ ン ダム ア クセ ス フ ァイル(イ ンバ ー デ ッ ド・フ ァイル)は,

流通 者 が 独 自 に開 発 した デ ー タベ ース管 理 シス テ ム(DBMS)な どの ソ フ トウ ェア に基 い

て い るの で,こ れを 原 デ ー タベ ー スの二 次著 作 物 と認 め るべ きで あ る。 オ ン ライ ンサ ー ビ

ス に お い て は,利 用 者 は 通常,こ の流 通 者 が 作 成 す る二 次 著 作 物 た る ラ ンダ ム ア ク セ ス フ

ァイ ル を検 索 す る こ とが 多 い。(宮 川 委 員)

④ ダ ウ ン ロー ドに つ い て

Downloadingは パ ソ コ ンの普 及 に よ り,欧 米で も比 較 的 最近 問 題 に な って きた 分 野 で

あ る。 デ ー タベ ース プ ロデ ュ ー サ は,デ ー タ ベ ー スを デ ィ ス ト リビ ュ ー タ ま たは ユ ー ザ に

供 給 す る に際 し電 算機 可読 形 式 媒体(数 年 前 まで は磁 気 テ ー プ)へ の コ ピー を禁 じて お り,

フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク も同様 の扱 い を受 け る こ とにな った。

ダ ウ ン ロニ デ ィ ングの 問題 は,パ ソ コ ン検 索 ソ フ トの 開 発 によ り,そ れが 容 易 にな り,

か つ検 索 や ダ ウ ン ロ ー ドレコー ドへの デ ー タ の追加 が 可 能 に な った た め,利 用 が 急 速 に進

ん だ こ とに よ り顕 在 化 した。

デ ー タベ ー ス プ ロ デ ュ ーサが ダ ウ ン ロー デ ィ ングを有 償,無 償 を 問 わ ず,あ る い は契 約

の 要 不 要 にか か わ らず認 め るよ うに な った の は こ こ2～3年 の こ とで あ り,大 手 プ ロデ ュ

ー サ を 中 心 に 契約 ベ ー スで む しろ利 用 の促 進 を図 る傾 向 が 強 ま って い る。 デ ー タ ベ ー ス プ

ロデ ュ ーサ によ って は,一 切 契 約 な しで ダ ウ ン ロー ドを奨 励 して い る と こ ろ もあ り,法 律

で 禁 ず るな どの 措 置 は取 り難 い。

こ の よ うに ダ ウ ンロ ー ドにつ い て は,実 態 が 先行 して お り,第 三 者 提 供 につ いて の制 約,

適 切 な料 金 設定 が 契 約 に よ りな され れ ば よ い 訳 で,ダ ウ ン ロ ー ド自体 を制 約 す る考 え方 は
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必 要 と しな い。

ダ ウ ン ロー ドは著 作 権 法 で は複製 に 当 た る。 実 態 上 も法 解 釈上 も これ に つ い は余 り問 題

は ない で あ ろ う。 問題 は,ダ ウ ンロ ー ドが 著 作 権 法 上 の複 製 に当 る こ とに よ り,こ れ を制

限す るの で は な く,契 約 に ダ ウ ンロ ー ドに よ る複 製 の許 諾 を前 提 に した 利用 条 件 を織 りこ

んでおけばよ いのであ る。 そのよ うな業界 の慣行が樹立 されればよい。

ただ し,一 定 の 秩序 が保 た れ る必 要 が あ る。 そ う しな い と二 次,三 次 の利 用 が 考 え られ

るか らで あ る。

⑤ 検索 のVDT表 示 或 い{まハ ー ドコ ピー に つ い て,複 製 の概 念 を適 用 す るこ とには無理 が あ

る ので は な い か。

オ ン ライ ンサ ー ビス に お いて 利 用 者 はVDT表 示 も し くはプ リ ンター 出 力 のハー ドコ ピー

に よ って 情 報 を 利 用す る。 この場 合,後 者 の プ リンタ ー 印字 に よ る利 用 は,著 作 権 法 の 有

形 的固 定 に相 当 し,複 製 とい え るが,前 者 の端 末機 画 面表 示 に よ る利 用 は,複 製 と は い い

難 い。 さ らに 静 止 画 や 動画 の表 示 に よ る 出 力 も存在 す る。 ま た利 用 契 約 上 は,出 力 方 式 に

っ き特 別 に料 金 を区別 して な い こ とが 多 い。 したが って デ ー タベ ー スの 利 用 につ い て再 生

と い う概 念 を使 って は ど うか 。(宮 川 委 員)

(レ コ ー ドの 複製 とは異 な り,む しろ レ コー ドの再 生 に近 いの が デ ー タベ ー スの 利 用 で

は な いか?但 し,VDT表 示 とハ ー ド コ ピー の 間 に違 い を お くのは,実 態 に 即 して い な い。)

⑥ デ ー タ ベ ー スの権 利保 護期 間 に つ い て,一 般 論 と して 著 作権 法 にお け る50年 は長 い と思

わ れ る が,何 年 が よ いか は デー タ ベ ー ス ・サ ー ビス 自体 の 歴史 が新 しい こ とな ど か ら今後

の 検討 事 項 で あ る。

従来 の著 作 権 法 の延 長 か ら考 え るか ら多 くの混 乱 が 生 じて い るので は な い か。 と りあえ

ず50年 と し,あ とは そ の後 の 趨 勢 で 判 断 して い けば よ い。(斉 藤委 員)

一 般 に 独 占的 な権 利 は その 存 続 期 間 が 必 要 以上 に 長 い こと は産 業,学 術 の 発 展 を遅 らせ

る こ とに は な らな い だ ろ うか 。

デ ー タベ ー ス構 築 の ため に は 多額 の費 用 が 必 要 で あ るが,そ の コス トの 回収 と適 正 な 利

益 が得 られ た後 は,可 能 な限 り開 放 され る こ と に よ って,社 会,産 業 界 の 共 通 財 産 と して

自 由な利 用 が行 な わ れ る ことが 望 ま しい 。(権 藤 委 員)

著 作権 法 は,本 来,文 学 ・学 術 ・美 術 ・音 楽 と い う動 きの な い特定 した 目的 物(著 作 物)

を対 象 と して つ くられ た法 で あ り,デ ー タベ ー ス の よ うに 絶 えず 内 容 の 変 更 が要 求 され ・

その意 味 で は 特定 しに くい 目的物 を 対 象 と して つ く られ た もの で は な い。 した が って ・ 著

作 者 の死 後50年 とい う著 作 権 の保 護 期 間 は デー タベースには な じま な い と い って よ い。

(半 田 委員)
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⑦ 抄録 作 成 と原 情 報 著作 者 との関 係

文 献 デ ー タ ベ ース作 成 の際,二 次 情 報 と して 抄録(Abstract)抜 粋(Extract)が 作成 さ

れ る。 こ の二 次 情 報 は 原著 作 に著 し く依 存 す るので,そ の 作 成 に 当た っ て は 原 著作 者 の許

諾 を要 す る と い う意 見 が,出 版 社 側 や 雑 誌 社 側 か ら出 さ れて い る。

しか し,こ の 抄録 作 成 は,オ ー ル ドメ デ ィア(印 刷 子 体)に お いて もすでに 古 くか ら(恐

ら く20年 以前 か ら)行 な わ れ て き た こ とで あ り,こ れ迄 一 度 もこれ に対 して出版社側か ら

原 著 作 権 者 の 許 諾 権 を要 求 す る出版 は行 な わ れな か った。 む しろ抄 録作 成 と その 二 次情 報

誌 に よ る流 通 は,原 著 作物 の 流 通 と利 用 を促 進 す る もの と考 え られて き た。 したが って 二

次 情 報 の 媒 体 が 電 子 化 さ れた と して も,基 本 的 に は原 著作 物 の流 通 と利 用 を 促 進 す る機 能

は な ん ら変 って い な い し,む しろ それ を 強化 してい る。

デ ー タ ベ ー ス制 作 者 が作 成 す る抄録 は,そ れが 指 示 的 抄 録 で あ る と報 知 的 抄 録 で あ る と

を 問 わ ず,原 著 作 物 を素 材 と して 使用 す る もの の,原 著 作 物 の 内容 に全 面 的 に 依存 した二

次 著 作 物 も し くは 翻案 で は な い。 また デー タベ ー スの 制 作 に あ た って は,制 作 者 は一 体 の

観 点 に立 って 広 く著作 物 を収 集 し,選 択 す る。 キ ー ワー ドを 付 与 す る際 に も原 著作 物 の 内

容 や 方 法 に必 らず しも厳 密 に と らわ れ る こ と な く,よ り広 い観点 か ら適 切 な キ ー ワ ー ドを

付 与 す る こ とが あ る。 したが って抄 録 作成 は,一 定 の観 点 と体 系 に も とず く知 的作 業 で あ

り,原 文 献 か らは 独立 した著 作 物 と して の 地位 を み とめ られ るの は 妥 当で あ る。

(宮 川 委 員)

⑧ 共 同著 作 権 者 の 範 囲 は 極 力 限定 すべ きで あ る。 共 同著 作 権 者 を広 義 に定 め た 場 合,本 来

は主 著作 権 者 が 自 由 に裁 量 し意 志 決定 の うえ企 業 活 動 が 出来 る はず の もの ま で,共 同 著作

権 者 に 制約 され,企 業 活 動 が停 滞 す る こと が予 想 され る。(原 田委 員)

(6)望 ま しい 権 利保 護 制 度

① 著作 権 法 に よ っ て保 護 で き る領 域 も あ る。(但 し,先 述 の 通 り,同 法 適 用 に は 限 界 が あ

り,検 討 さ れ るべ き点 は 多 い。 プ ログ ラム の 例 に 習 う登 録 制 度 の導 入 な どが必 要 か?)し

か し,著 作 権 法 で 保 護 で き る とい うこ と と,同 法 で保 護 す べ きで あ る とい う こ と と は別 問

題 で あ る。

登 録 制 度 に つ い て は,プ ロ グ ラム の側 に 習 い,デ ー タベ ー ス につ いて 検討 しては ど うか 。

これ に よ り少 な くと も第三 者 に よ る海 賊 版 の 制 作販 売 に対 抗 で き るの で は な いか 。

(宮 川 委 員)

② デ ー タベ ー スの 権 利 保 護 に つ い て,新 しい制 度 を考 え る とす れ ば,工 業 所 有 権 的 な登 録

制 度 を創 設 す る こ と も考 慮 し うるが,デ ー タ ベ ー ス にお い て は,そ の 性 質 上,工 業 所 有権
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に お け る よ うな新 規 性 の審 査 登 録 は な じみ難 い た め,無 審 査 登 録 制 度 に よ る こ と とな ろ う。

この よ うな登 録 制 度 を創 設 した 場 合 に お い て も,デ ー タベ ー スの全 て を新 制 度 に よ り登

録 すべ き こ と にす るべ きか 否 か は疑 問 で あ る。 例 え ば,フ ァ ク ト ・デ ー タ ベ ー スは新 制度

に よ り,文 献 デー タベ ー ス は著作 権 制 度 に よ る とい う方 法 もあ る。

この よ うな登 録制 度 が,現 行 著 作 権 法 で 認 め られ て い る第 一発 行 年 月 日等 の 登 録制 度

(76条)に 比 して,ど のよ うな 独 自の 効 果 を もつ の か は疑 問 な しと しな い。

③ 仮 に,登 録制 度 を と る こと と した場 合 も,そ の 具体 的 方 法 を ど うす るか は大 き な課 題 で

あ る。

フ ァイ ルの コ ピー1部 を 預 託 す る よ うな こ とに な ろ うが,フ ァ ク ト・デ ー タベ ー スに お

い て,新 たな 年 次 の数 値 等 が 加 わ った よ うな 場 合付 加 され た部 分 の み を登 録す るの か,従

来 の部 分 も含 め て 全体 を登 録 す る のか,全 体 を登 録 す る こ と と した場 合,保 護 期 間 は全 体

に っ いて 登録 の 時 点 か ら算 定 す るの か(そ うだ とす る と付 加 しつ づ け る以 上 保護 期 間 が 終

了 す る こ とは実 際上 な い こ とに な る),な ど の 問題 が考 え ら れ る。

(②,③ 須 藤,小 沢 委 員)

④ 登 録 制度 は,著 作 権 法 第75～ 第78条 ま で の 規 定 をプ ログラム側 にな らって デ ー タ ベ ー ス

に 適 合す るよ う改 定 し,法 的 根拠 とす る。

ま た登 録 の具 体 的 方 法 に つ いて は,現 行 の デ ー タ ベ ー ス台 帳 へ の 登録 申請 制 度 を拡 大 し,

適 当 な機 関(例 えば デ ー タベ ース 振 興 セ ン タ ー)が これ を担 当 す れ ば よい。(宮 川 委 員)

{7)そ の他 関 連事 項 と して は次 の通 り

① 権利 制 度 が 明確 に な れ ば,使 用 料,ロ イ ヤ ル テ ィのル ー ルが 作 り易 くな り,政 府 保 有 デ

ー タの 流 通 に プ ラス とな るの で は な いか 。

② 海外,特 に米 国 の事 情 にっ い て は先 例 と して の把 握 が必 要 で あ る。

この 点 で は まだ十 分 と い えな い 。

5.再 販 売 価 格 維 持 に係 る問 題 点

(1}流 通 業 者 の取 引 契約 上 の問 題 点

① デ ー タ ベ ー スは所 謂 「独 禁 法 」 上 に お い て適 用 除外 を 認 め られ て い る無 体 財産 権 にふ く

ま れ るか ど うか。

② デ ー タベ ー ス生産 者 が その販 売 に 当 た る者 に対 して 再 販 価 格 を指 定 し,維 持 させ る こと

は適 当 か ど うか 。 著 作 物 は独禁 法24条 一2一 ④ によ り再販価格 の決 定 維 持 を認 め られ て い

るが,デ ー タベ ー ス もそれ と同様 に 考 え られ るか ど うか。
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(2)国 際 的独 占によ る問題点

デー タベ ース流通 に係 る現行 国際契約 の中には,独 禁法第6条 にい う不 当な取 引制限また

は不 公正 な取 引方法 に該 当す る事項 を内容 と したものはないか ど うか。

特に,公 取委告示 第11号(所 謂不公正 な取 引方法)に い う優越的地位 の濫用 に当たる事項

がふ くまれてい る国際契約 はな いか。

6.二 重 課 税 問 題

(1)問 題 の発 端

昭 和56年8月 に(社)著 作 権 資 料 協会 よ り文 化 庁文 化 部 著 作 権 謀,吉 田大 輔 著 「デ ー タ ベ

ー ス ・サ ー ビス と著 作 権 問 題 」 が 刊 行 さ れ たの を契 機 に ,東 京 国 税 局 が各 税 務 署 に デ ー タベ

ー ス ・サ ー ビス業 者 の実 態 調 査 を指 示 し ,そ れ は,現 在 に まで お よ ん で い る。

(2)税 務 署 の課 税 根 拠

前 述 書 に デ ー タ ベ ー スは 編 集 著 作 物 で あ る との記 述 が あ るが,こ う した文 化 庁 見解 を 根拠

に所 得 税 法161条7号(ロ)「 著 作 権(出 版並 び に映 画 フ ィル ムの 上 映 権 及 びこれに準 ず るもの

と して 政 令 で 定 め る もの を 含 む)の 使 用 料 また は その譲 渡 に よ る対 価 」 の定 め に よ り居 住者

20%,非 居 住 者10%の 国 内 源 泉所 得課 税 を課 さ なけ れ ば な らな い と い う もの。

(3)デ ィス トリイ ビュ ー タの 対応

デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス を 国 内 に あ る コ ン ピュー タで処 理 し,商 用 サ ー ビスに 供す る場 合

は,バ ッチ,オ ンラ イ ンを 問 わず 課 税 対 象 に な り納 税 して い る。 た だ し,例 え ば米 国 の場 合

日米 租 税 協定 第5条(二 重 課 税 の排 除)(1Xa)に よ り10%で よ い。

ま た,オ ンラ イ ン ・サ ー ビス の場 合,米 国 の デ ィス トリイ ビュ 一 夕 の見 解 は 以 下 の とお り。

① テ レ ビの 放 映 権,コ ン ピ ュ ー タ ソ フ トに は そ れぞ れ著 作 権 の 使 用 権 が あ るが,オ ン ラ イ

ン情 報 サ ー ビスは,情 報 を特 定 の個 人 に提 供 す るサ ー ビス で あ る に過 ぎず,デ ー タベ ー ス

プ ロ デ ュ ーサ か ら著作 権 の使 用 権 を 買 って もい ない し,売 るべ き内 容 もな い。

② デ ー タベ ー ス ・サ ービ ス を行 って い る他 の どの 国 か らも,課 税 は されて お らず 日本 政 府

の 要 求 は お か しい。

③ 「著作 権 の使 用 料」 と は,著 作 権 の 目的物 た る著作 物 を複 製 し,出 版 し,上 映 また は放

映 す る こ とを許 諾 す る こと に対 す る対 価 の ことを 言 うが,日 本 の ユ ーザ は海 外 の オ ン ライ

ンサ ー ビス の利 用 に際 しロイ ヤ リ ィテ ィの支 払 いを行 って い るの で は な く,サ ー ビス に対

す る対 価 を 時 分で 払 って い るに 過 ぎ な い 。
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(4}問 題 点

東 京 国税 局 が デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス者 側 の 主 張 を 受 入 れ た か否 か は不 明 で あ る。 一 部 の

流通 者 が表 明 して い るよ うに,方 一 課 税 さ れて も,そ れ は ユ ーザ の負 担 に な る と い う発 想 は

問題 で あ り,二 次 デ ィス ト リイ ビュ ー タ は,こ の種 の課 税 は 一 次 デ ィス トリイ ビュ 一 夕側 に

負 担 させ る こ とを 当然 と考 え るべ き で あ ろ う。

・外 国製 デ ー タベ ー スの 輸 入 販 売 に当 た って い る者 の 日本 国 内 に お け る所 得 に関 して 課 税 の

基 準,二 重 課 税 の 回 避 な ど に っ き,業 者 と税 務 当 局 の 間 で,近 年解 釈 の 相違 が あ り,紛 糾

す る場 合 が あ る。

デ ー タベ ー ス を磁 気 テ ープ形 態 で 輸 入 す る場 合 と,外 国 の 流通 産 業 者 と の契 約 に よ り国際

通 信 回線 を通 して オ ン ライ ンで輸 入 す る場 合 とふ た通 りの 事 例 が あ る。 これ に つ い て も法

解 釈 を統 一 し,健 全 な業 界 慣 行 を確 立 す る必 要 が あ る。

なお,外 国製 デ ー タ ベ ー ス を磁 気 テ ープ形 態 で 輸 入 し これ を 国 内 に流 通 して い る公 益 法 人

が,こ れ にか か わ る租 税 を民 間 流 通 業 者 に負 担 させ よ う と した事 例 が あ る。 この よ うな こ

とがな い よ う法 解 釈 と措 置 を統 一 して お く必 要 が あ る。

7.プ ライバ シ ー に係 る情 報 の収 集 ・提 供 の 制 限

個 人 のプ ラ イバ シー に関 す る情 報 と して,民 間 の 銀 行,ク レジ ッ トカ ー ド業,消 費 者 信 用 情

報 機 関,病 院 や 官 公 庁 の デ ー タベ ー ス が 構築 され つ つ あ る。 これ らの取 り扱 い は慎 重 さ を必 要

と し,利 用 者 や利 用 の 方 法 が 規 制 され て い る。

この うち,個 人 の信 用 情 報 の デ ー タベ ー スを作 成 し,運 用 して い る セ ンタ ー と して5機 関 あ

る。 現 在,セ ン ター 間 の相 互 乗 入 れが 検 討 され て い る。 しか し,そ の 結 果,プ ライバ シー情 報

の 拡 散 につ な が るの が問 題 で あ る。

現在,日 本 には プ ラ イバ シ ー保護 の た め の法 律 は な い。 民 間 の場 合,業 界 規 約 で 規 制 が行 な

わ れ て い る。 また,自 治 体 で はプ ライ バ シ ー保 護条 例 を 制 定 して い る。

今 後,デ ー タベ ー スの 増 加,拡 大 に つ れ,プ ライバ シー の保 護 の法 的 措 置 の 必 要 性 を検 討 し

な け れば な らな い。

8.デ ー タベ ー ス 利 用 者 につ い て の 機密 保 護

コ ンピュ_タ セ キ ュ リテ ィに関 連 して,デ ー タ あ る い は デ ー タベ ー ス の保 護 とい う立 場 か ら

デ ー タベ ース サ ー ビス シ ス テ ムに は,一 般 に 利用 監 査 機 能(オ ー デ ィ ドエ イ ド)が 組 込 ま れ て

い る。
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これ は,シ ス テ ム が予 期 した通 りに使 用 され て い るか,正 しい運 用 基 準 に そ って 使用 されて

い るか の検 証,あ る い は,デ ー タベ ー ス別,利 用 者別 な ど の デ ー タベ ー ス使 用 に関 す る種 々の

統 計 を と るた め に,利 用 者 の検 索 の状 態 の モニ タ リン グ,あ るい は検 索 の過 程,結 果 を 記 録

(ロ ギ ン グ)す る もの で あ る。

企 業 な どに お いて は,通 常,市 場 開発,技 術 開 発 テ ー マ な どは 企業 外 秘 に な ってお り,そ の

テ ーマ に 関 す る検 索 の 内容 もま た 企 業外 秘 であ る。

した が って,企 業 外 の 第三 者 が その検 索 の内 容 を モニ タ リン グ,あ るい は ロ ギ ング して そ れ

が 企 業 外 に 漏 洩す る こ と とな る と,企 業 に と って は非常 に 大 き な問 題 とな り,デ ータ ベ ー ス サ

ー ビス シ ス テ ムに つ い て著 し く信 頼 性 を欠 くこ と と な る。

この 漏 洩 に関 して は,デ ー タベ ー スサ ー ビス側 にお い て も充 分 に考 慮 が 払 わ れ て い る が,現

状 は全 く商 業上 の道 徳 律 に委 ね られ て い るの み で,デ ー タベ ー スサ ー ビス側 と利 用者 側 とで機

密 保 持 に つ いて は,わ ず か な例 を 除 き,ほ とん ど何 の 取 決 め もな さ れて い な いの が 実状 で あ る。

こ れ は,利 用 の 契約,覚 書 きの 交 換 な どに お い て は,未 だ デ ー タベ ー ス サ ー ビス側 の 主 導 の

も とで 行 な われ て い る た め,利 用 者 につ いて の機 密 保 護 に つ いて,契 約 上 の 明文 化 を避 けて い

る た めで あ ろ う。

デ ータ ベ ー スの 利 用 の拡 大 に伴 い,将 来,こ の種 の トラ ブルが 発 生 す る機 会 も増 加 す る もの

と思 わ れ る。 デー タベ ー ス の利 用 を 何 ら不 安 な く行 う ことが で き るよ うにす るた め,サ ー ビス

側 と利 用 者側 との 契 約 書 な どの 中 に機 密 保 護 につ い て の項 目 を 明 文化 す る こ との義 務 付 け が是

非 必 要 で あ る。

〔参 考 〕

実 例1.日 本 科 学 技 術情 報 セ ン タ ー.(JICST)のJOISに よ る情 報 提 供 を受 け るた め に

は,JICSTと 利用 者 の 間 に 「契約 書 」が 取 り交 さ れ るが,こ の 契 約 書 の 中に は 利

利用 者 に つ いて の 機 密保 護 にっ いて の項 目は な い。

しか し,JICSTは,同 所 が 発行 して い るJOIS－ テ キ ス ト,r管 理 の手 引 』に

お いて,「 〔機 密 保 持 〕 オ ン ライ ン情 報 検 索 の 特 徴 の一 つ は検 索 内容 の秘 密 が 保 た

れ る ことで あ る。 その た め,利 用 者 の会 話 内 容 は 出 力 で き な い よ うに して い る。 ま

た,オ フ ライ ン回 答 書 お よ びSDI回 答 書 につ いて も特 別 な 配慮 を行 って い る。な お,

デ ー タベ ー ス別,利 用 者 別 な どの諸 統 計 に つ い て はJOISサ ー ビス 管理 上 必 要 最 小

限 に とどめ て い る。」『と の文 章 を 記 載 し,利 用 者 にっ いて の機 密 保 護 を テ キ ス トの上

で公 約 して い る。

実例2.日 本 経 済 新 聞 社 が提 供 す る記 事 情 報 検 索 サ ー ビス(NEEDS-IR)を 受 け るた め
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に は,利 用 者 は 「利 用 申込 書 」 を 提 出 し,利 用 契 約 を締 結 す る。 この契 約 文 中 に は,

利 用 者 にっ い て の機 密保 護 に つ い て の項 目は な い。

実 例3.㈱ 平 和情 報 セ ン タ ーが提 供 す るHINETオ ンラインサー ビス を受 ける た め に は・ 同

社 が 作 成 した 「オ ンラ イ ン利 用 条 件 」 を 了解 の上,利 用 契 約 を 結 ぶ。 こ の 「オ ン ラ

イ ン利 用条件 」 の 中 に は利 用 者 につ いて の機 密保 護 に つ い て の 項 目は な い。

実 例4.DialogInformationServices社 のDIALOGサ ー ビス を 丸 善 ㈱ を通 じて 受 け る

た め に は,丸 善 と利 用 者 の 間 で 「DIALOG情 報 検 索 シ ス テ ム利 用 条 件 」並 びに 「デ

ー タベ ー ス使 用 細 則 」 の確 認 同 意 の も とで 契約 が 結 ば れ る。

上述の 「利用条件」,「使用細則」 中には,利 用者 につ いての機密保護の項 目はな

い。

実 例5.実 例4.の サ ー ビス を㈱ 紀 伊 國 屋 書 店 を通 じて 受 け る た め に は,同 社 とDIALOG

オ ンラ イ ン情 報 検 索 システ ム によ る情 報 提 供 に 関 し,「 契 約 書 」を 取 り交 わす。この

「契約 書 」 第6条(機 密 の 保 持)に は,「 乙(紀 伊 國屋 書 店)は,DIALOGサ ー ビ

ス の過 程 で知 り えた 甲(利 用 者)の 業務 上 の機 密 を も ら して は な らない。」と明文化

し,利 用者 につ い て の機 密 保 護 を 約 束 して い る。

実 例6.西 独 エ ネ ル ギ ー ・物 理 ・数 学 専 門 情 報 セ ンタ ーが 提 供 す るINKAオ ンライ ン情 報

検 索 サ ー ビス を使 用 す る た め に は,利 用 に関 して㈱ 紀 伊 國 屋 書 店 と利 用 に つ い て の

「覚 書 」 を取 り交 わ す 。

同 「覚 書 」 第8条 には,「 乙(紀 伊 國屋書 店)は,INKAサ ー ビスの 過 程 で 知 り

得 た 甲(利 用 者)の 業 務 上 の機 密 を もら して は な らな い」 と明 文 化 し,利 用 者 につ

い て の機 密保 護 を 約 束 して い る。

φ
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「

[デ ータ ベ ース ・サ ー ビス の各 段 階 と問 題 点]FlowChart

(問 題点:例 示:契 約 ・著作権との関連)

'

文 献 デ ー タ ベ ース

● 著作権の発注

㊥ 二次 ・編集著作権の発注

㊥ 情報著作 ●

原情報著作
者との契約

文 献 情 報
収集 ・基準

文献情報
収 集

データベース

製 作

二次情報作

成基準手続

インデキシング

抄録作成 ㊥

抄 録作成基 準

●シ ソ ー ラ ス

コ ド 体 系

ン シー ・

フ ォー マ ・・ト

翻訳などの加工

次

ファイル

ア ー べ ース ・

フ ォー マ ッ ト

全文
DB

DB流 通者

との契約

データベ ース

流 通

デLタ ベース

管 理 システム

フンダム

アクセス

ファイル

二次流通者
との契約

呂コ ン
トロー ル ソ フ ト

検 索 コ マ ン ド

言コ ン ロール

ソ フ トウェ ア

利用者との
契 約

代行検 索業者

利用者のノウハウ

端 末 側 ソ フ ト

利 用者
キ ーワー ド コー ド

検索 ロジッラ構築

の に 口

する アゥ ト ッ ト
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数 値 デ ー タ ベ ー ス

原数値情報 も

`

国

数値情報
収集基準

原数値
MT

原情報著作
者との契約

デ ータ ベ ー ス

製 作

手作業

加 工 ・チ ェック
のノウハ ウ

原 蒋1」デー タ

用 ソフトウェア

原数値MT
購入利用契約

》

●

、1」

集 計 フ ァ

イル

加工 ・分析用

ソフ トウェア

1

フ ァイル

、

レノ

合
イア

総

フ

ーー タベ ース

シス テ ム

データベース

流 通

繁鶯議

出 力 仕 様

ソフ トウェア

通 信 コン トロール

ソフ トウェア

圭
}

1

'

利用契約

利用者
キーワー ド,コー ド選択

検索 ロジック構築

利用者の調査意図に
適合するアウトプット
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